
救急安心センター（＃7119）

急な病気やけがをしたとき、救急車を呼んだほうがいいのか、今すぐ病院に行っ
たほうがいいのかなど迷うことがあります。
このような時、電話で医師や看護師等の専門家からアドバイスを受けることので

きる電話相談事業が「救急安心センター（＃7119）」です。
病気やけがの症状を把握し、以下をアドバイスをします。
① 救急相談：緊急性の有無、応急手当の方法、受診手段
② 適切な医療機関を案内



救急安心センター（＃7119）

エリア人口：全国5,928万人
人口カバー率：47.0%

国は全国一律の運用をめざしています





増加する救急需要対策

受診控えの解消 救命の連鎖

119番通報を補完する役割 ～119番通報を悩んだら～

救急車を呼ぶほど緊急じゃないようだけど… でも心配…
病院に行った方がいいかなぁ？…

救急相談・病院案内
救急車を呼ぶ前の不安解消

時間外受診をしなくて済んだ
→診療報酬の時間外割増分減少
救急車を利用しなかった
→夜間休日救急搬送医学管理料減少



今後効果を確認

予定している運用方式

（１）運営方式：民間事業者と委託契約
（２）業務内容：救急相談、医療機関案内

（３）受付時間：24時間365日受付

（４）対象年齢：全年齢 ※小児相談は＃8000もあり
（５）相談体制：相談員（看護師）、医師（オンコール可）

全県で当面は３回線運用



救急安心センター事業（＃7119）

①受付時間
月～金曜日は18時から翌朝8時まで

土曜日・休日・年末年始は24時間

②相談員

看護師（必要に応じて小児科医）



救急安心センター事業（＃7119）

今後のスケジュール

令和４年９月上旬 導入に関する方針決定、周知

令和５年度予算要求（県・市）

予算議決（県・市）

令和５年４月 委託先契約（県）

10月 運用開始


